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１．2001 年度総会・全国研究大会が 6 月 9 日（土）と 10 日（日）の両日、京都大学農学部キ

ャンパスで開催されました。多大なご協力をいただきました京都大学・加賀爪会員はじめ、関

係各位に厚くお礼を申しあげます。 

 

２.総会報告（2001 年 6 月 10 日開催）  

(1) 2000/2001年度事業報告・決算報告 

   下記の事業報告が決算報告（別掲）及び監査報告と共に承認されました。 

   （１）『オーストラリア研究』第１３号（2001年３月）を発行。 

   （２）『オーストラリア学会会報』第30号、第31号、第32号を発行。 

   （３）第12回全国研究大会（2001年６月）を京都大学にて開催。 

(2) 2001/2002年度事業計画・予算案 

   下記の事業計画が予算案（別掲）と共に承認されました。 

   ①『オーストラリア研究』第14号（2001年12月）を発行。 

   ②『オーストラリア学会会報』（年３回程度）を発行。 

   ③「会員名簿」（2001年７月現在）を発行。 

   ④ 第13回全国研究大会（2002年６月）を日本大学にて開催。 

   ⑤ 会員の研究業績に関する情報収集を継続。 

(3)次期役員（2001年12月－2004年12月）の選任 

   次期の理事・監事（五十音順）が次のように選任されました。なお理事の役割分担は次      

   回の理事会（2001年12月）で決定します。 

     ［理事］有満保江   安藤 充   石垣健一   岡本哲明   加賀爪 優   鎌田真弓  

             北村育子   小林信一  小林 宏    鈴木雄雅   関根政美    谷内 達 

             傳田 功   遠山嘉博   橋本雄太郎   廣田耕司   福嶋輝彦 

     ［監事］岡崎一浩   鈴木顕介 

 

３．第 4 期第 4 回理事会報告（2001 年 6 月 10 日）  

 ２の総会議事以外に、新規入会（別掲）が承認されました。 

（順不同、連絡先・住所などは2001年名簿参照） 

薗田 千寿子（京都橘女子大学大学院）   小幡 真由美（宇都宮大学大学院） 

森 浩寿（日本大学）           鵜飼 孝造（甲南大学文学部） 

ポーリン・ケント（龍谷大学国際文化学部） 佐藤 江鈴子（大阪大学大学院） 

山下 朋子（京都外国語大学外国語専攻科） 千金 摩樹江（フリーランス通訳・翻訳家） 

加藤 真和（EPDC 海外炭株式会社） 
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2000/2001 年度決算報告 

   【収入の部】 

      前年度からの繰越金         952,989 円 

      一般会費             1,025,000 

      雑収入               24,816 

      収入合計             2,002,805  円 

   【支出の部】 

      印刷費                           584,593 円 

            会議費               151,930 

      謝金                 5,000 

      消耗品費              12.399 

            通信費               143,900  

      支出合計               897,822 円 

          差引残高             1,104,983 円 

    

 2001/2002 年度予算 

   【収入の部】 

      前年度からの繰越金        1,104,983 円 

            一般会費              1,030,000 

      雑収入                30,000 

      収入合計             2,164,983 円 

   【支出の部】 

      印刷費               650,000  円 

            会議費               150,000  

      謝金                50,000 

      消耗品費              30,000 

      通信費               200,000 

            小 計              1,080,000 

      予備費              1,084,983 

      支出合計             2,164,983 円 
 

４．第５期第１回理事会報告（12月16日、東京大学） 

（１） 第13回全国研究大会を、2002年6月8日（土）、9日（日）に日本大学で開催することに 

なりました。 

（２）新役員（2001年12月-2004年12月）の役割分担が次のように決まりました。 

 ［代表理事］谷内  達  ［副代表理事］小林  宏、関根政美、廣田耕司  

 ［事務局長］福嶋輝彦  ［副事務局長］北村育子  

 ［庶務担当理事］橋本雄太郎   

[学会誌担当理事] 有満保江、安藤  充、鎌田真弓、小林信一  

[会報担当理事] 岡本哲明 、鈴木雄雅  

[地域担当理事] 石垣健一、加賀爪  優、傳田  功、遠山嘉博 

［監事］ 岡崎一浩、鈴木顕介 

（３）まもなく発行される『会員名簿』及び『オーストラリア研究』第14号に関する報告など、

事務局・各担当理事から活動状況が報告されました。 
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（４）新規入会が承認されました。略 

 

 

第 13 回（2002 年度）全国研究大会発表者募集のお知らせ 

   第 13 回大会は、2002 年６月８日（土）－９日（日）に日本大学湘南校舎（小田急江ノ島線六会

日大前下車）で開催されます。研究発表を希望される会員は、氏名・所属・題目および要旨（３００

字以内）をメール添付ファイル（ワードあるいはテキスト）で３月 31 日（土）までに、下記にお申し込

みください。 

      e－mail  kobayashi@brs.nihon-u.ac.jp  （小林信一） 

申し込み問い合わせ ℡: 0466-84-3656   Fax: 0466-80-1178  
  なお、発表の日時が限定されている場合には、申し込みの際にお知らせ下さい。また、プログラ

ム発送までは、発表者には特に連絡しませんので御承知おきください。 

 

 

５．『オーストラリア研究』研究文献目録掲載のお知らせ 

第12号に掲載した会員の研究文献目録（1989年12月～1999年８月）を継続して行っています。

1999 年３月以降 2002 年まで、あなたが発表された著書、論文、報告書、翻訳などのなかから、

オーストラリア学会の趣旨に関係する研究文献を選び、お知らせください。 

※編集作業の都合上、電子メール(またはテキストファイルを含んだ FD)をご利用ください。 

［記入例］は『オーストラリア研究』第 12、13 号を参照ください。 

  締切りは 2002 年８月 31 日（期日厳守）ＦＡＸ 0426-35-5606 

  E-mail HAF00025@nifty.ne.jp（鈴木雄雅） 

 

６．会員新刊紹介 
笹森健・石附実『オーストラリア・ニュージーランドの教育』（東信堂、2,800 円） 
関根政美・黒柳米司・広瀬崇子『南アジア・東南アジア・オセアニア』（自由国民社、2,600 円） 
 

渡辺昭夫氏 豪日交流基金賞をダウナー外務大臣から授与 
 オーストラリア政府の文化機関である豪日交流基金がオーストラリアと日本の様々な分野で人

と人との交流に特に顕著な貢献のあった個人、団体等に対してその功績をたたえるため、今年か

ら新たに設けた「豪日交流基金賞」に、本学会渡辺昭夫・代表理事ら３人の日本人が輝いた。５

月 28 日に東京のオーストラリア大使館において、来日中のオーストラリアのアレクザンダー・

ダウナー外務大臣から賞状が授与され、また記念品として、オーストラリアのアボリジニの聖地、

ウルルで特別に採取した"オーストラリアの大地の砂" （Heart of Australia）が贈呈された。今

年設立２５年を迎えて設立された「豪日交流基金賞」は今後毎年数件の授賞を決定する予定だが、

渡辺代表理事は「日本におけるオーストラリア学会の設立に貢献し、オーストラリア研究の促進

に寄与した」ことが受賞対象理由にあげられた。 
（2001 年 5 月 30 日  Public Affairs Section 広報部 プレス･リリース TK24/2001 より転載） 

神戸の古澤峯子氏（91 歳）、オーストラリアより勲章を受章  

 オーストラリア総督は本日、神戸日豪協会の創立者かつ、副会長である古澤峯子氏の功績を称

えオーストラリア勲章を授与したと発表しました。 
この勲章授与は古澤氏にとっては二度目のものであり、同氏は 1987 年 1 月にジ・メダル・オ

ブ・オーダー・オブ・オーストラリア(The Medal of Order of Australia)勲章を授与されています。  
古澤氏は「日豪関係、とくに教育交流プログラム関係における功績」により、今回はより高位に
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あたる一般部門オーストラリア名誉勲章を授与されました。  
ジョン・マッカーシー駐日オーストラリア大使は、古澤氏の功績を称え、約 35 年に及ぶ同氏

の日豪関係への際立った自発的貢献に対し、下記の賛辞を贈りました。  
「古澤氏は 1972 年の神戸日豪協会設立時の中心人物であり、同協会を通じてオーストラリア

と日本の人々のより深いレベルでの理解と協力を促進する幅広い交流プログラム、行事および活

動を進められました。古澤氏の努力により、オーストラリア人はいつも神戸で暖かい歓迎を受け

てきました。 古澤氏の個人的な功績を認める上で、日本に 40 ほどある日豪交流協会全ての非常

に貴重な貢献に対して敬意を表したいと思います。これら協会による、人的交流を築く努力を通

して、日豪両国間に存在する友情と信頼の絆はより強いものになりました。」  

古澤氏は 1947 年から 65 年にかけて、神戸市西宮区立高等学校で英語教師として勤務した後、

1965 年から 69 年までブリスベンのクイーンズランド大学に当時新設された日本語学科で授業を

担当しました。本学科は、世界的に見ても数少ない大学として通訳者、翻訳者を養成するコース

にまで発展を遂げました。 
（2001 年 9 月 7 日 Public Affairs Section 広報部プレス･リリース TK47/2001 より転載） 

 

サー･ニール･カリー記念オーストラリア研究助成プログラム 
豪日交流基金（AJF）は 2002 年大学院生オーストラリア研究助成の応募を受け付けています。

詳細は基金事務局に直接請求するか、URL http://www.ajf.australia.or.jp/sirneil からダウンロー

ドできます。問合わせ先：AJF 本部事務局  TEL:03-5232-4063   FAX: 03-5232-4064 
Email: ajf@australia.or.jp 
 

＊NOTES 会員リンク 

加賀爪優 http://130.54.60.96/renv.html （京都大学農学研究科地域環境経済学研究室） 
草刈秀紀 http://www.asahi-net.or.jp/zb4h-kskr/index.html (自然環境情報とオーストラリアメモ) 
小林信一 http://www.brs.nihon-u.ac.jp/asr/keiei/index.html （日本大学畜産経営学研究室） 
A 学会 HP〔仮運用中 広田耕司〕  http://plaza6.mbn.or.jp/~khirota/aa-gakkai.htm 
オーストラリア大使館 http://www.australia.or.jp 
 

 

                                 

〒153-8902  東京都目黒区駒場３－８－１ 東京大学教養学部人文地理学教室気付 

      オーストラリア学会事務局  ℡：03-5454-6252／FAX：03-3465-9184 

  会費振込先：００１９０－３－１５７０６３ 加入口座名：オーストラリア学会 

※本会報は学会記録以外に、会員のご意見やご要望を掲載します。意見、著書、新刊、訳書、

投稿など、事務局または会報担当理事（鈴木、HAF00025@nifty.ne.jp）までお送りください。 
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